
1.はじめに  
 今日,日本では地方中枢都市でも盛んに地域を活性化させ,
活力のある街づくりをするために,地元のアーティストを中 
心にした祭りなどのイベントが行われている.しかし,活動の
告知の方法において広告費をいかにかけずに活動を行うべき
かが課題となっている.本研究では,2012年5月から2013年
4 月にかけてオリジナルミュージカルを福岡市内で創作して
いる 劇団を対象とした.５歳児から５0 代の幅広い世代の男
女が参加している劇団であり,2012 年に創立２２年を迎えた.
劇団のミッションは、舞台上での創作活動を通して,団員一人
一人の存在価値を発見し,豊かな感性と優しい心を育て,子ど
も達をはじめとした団員の人生をより良いものにする手助け
をし, アマチュアによる質の高いミュージカルを創作,公演
することにより市民文化に寄与をすると掲げている.これま
でにイ ンターネットによる広報活動をしたことがなく,劇団
にとって初の試みであった.TV 露出が可能な劇団はプロの集
団がほとんどであり,アマチュア劇団の場合はチラシやHPな
どを利 用した安価な広告をだし知ってもらう機会を創出す
る.劇団 にとって存在を知ってもらうことがアーティストの
創作にお けるモチベーションの喚起にも繋がり,その後の活
動にも役立つと考えた.[1]今回の活動の中の過程で,告知が起
こるごとに多くの人々に劇団の活動を知ってもらうことがで
きた. １つの劇団が１つのイベントが起きるごとに注目され,
ページのアクセス数の閲覧数が増えること自体をこの劇団に
とっての１つのヒット現象と考え,解析ができないだろうか
と考 えた.そして解析結果から次のイベントの仕掛け方のタ
イミ ングを考え,いかに広告費をかけずに facebook ページ
を利用 し研究対象とした劇団の活動を宣伝していくかをヒ
ット現象の数理モデルの結果を応用し考察を行った.[2][5] 
 
 2.ヒット現象とは 
 ヒット現象とは,音楽や映画などのコンテンツが受け手の支
持を得ることによって,発売あるいは公演と同時に販売数 や
観客動員数が爆発的に増え,ピークを過ぎると急速に減衰 し
ていく現象のことである.つまり,ヒットするということは, 
そのコンテンツが人と人の見る・聞く・話すといった触れ合
いによって世間に広まっていくことである.様々なコンテン 
ツをヒットさせるには人々の「心」をいかに動かすことがで
きるかということがポイントとなる.ヒット現象がおこる過
程での人々の「心」の動きをとらえ,人々の「心」にどのよう
にアプローチしていくかを考えることが,ヒット現象を解析
する上で重要なことである.[3]本論では従来の口コミ情報に

お けるコミュニケーションの量から見る・知るといった人と
コ ンテンツの間に発生するアクセス数の推移から人々の
「心」にどうアプローチさせ、そのコンテンツにおけるヒッ
トにつなげていくかを理論に導入した. 本論において利用し
た数理モデルに関しては参考文献を参照されたい.[2-10] 
 
3.facebook ページへの適応 
 本研究では,オフィシャルページの閲覧数をコンテンツへの
興味意欲とみたて,実際の閲覧数に対してフィッティングを
行い,その結果から閲覧数のヒットの要因や傾向を探ること
が目的である.そのためには,適切なパラメーター設定が重要
であり,適切なフィッティングが重要である.今回プログラム
を作る上で注意しなければならないのは閲覧数の分析元
となるfacebookの性質である.[1]今回は,facebookのアクセ
ス数を興味意欲とみなし分析するが,facebookは時系列ごと
にページが更新される.さらに友人関係の日記がどんどん更
新されていくため,1度見た内容を翌日にまた見るということ
はほぼない.つまり,facebookの閲覧数はその日の興味意欲の
変化を表すが興味意欲の総和ではないと言い換えることがで
きる.しかし,映画の興行収入の場合は公開日からのブログ書
き込み数の推移は非常に似ている[2].このことから,映画の場
合はブログの書き込み数を視聴意欲の総数とみなしシミュレ
ーションすることが可能なのである.したがって,Facebook
向けのパラメーターについて新たに設定し直す必要があ
る.facebookの閲覧数はリアルタイムに更新されるの関連記
事やイべントに反応するため,意欲の推移とは相似関係にな
い.この性質からをfacebookでは,表1のように設定し,実測を
行いフィッティングを行った.[5] 

表１ facebook用パラメータ 

alpha  日々の関心意欲減衰割合  

Cadv  広告効果の割合  

before  アクセス数のピークに近づくにつれて
強くなる広告効果の割合  

after  アクセス数のピークから離れるにつれ
て弱くなる広告効果の割合  

a  1 日経過ごとの広告効果減衰の割合  

NpDnn  直接アクセス(記事やコンテンツを見
てない人同士)  
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NpDny  直接アクセス(記事やコンテンツを見
た人と見てない人)  

Np2Pnn  間接アクセス(記事やコンテンツを見
てない人同士をの話を聞く・見る)  

Np2Pny  間接アクセス(記事やコンテンツを見
た人と見てない人の話を聞く・見る)  

Np2Pyy  間接アクセス(記事やコンテンツを見
た人同士をの話を聞く・見る)  

 
4.分析時期と実測結果 
 分析対象のfacebookページのアクセス数を分析するにあた
り時期を表２のとおり３つに分けた.①2012年10月では山口
県長門市主催,金子みすゞのショートムービーコンテストで
は対象の劇団のミュージカルの映像を６点出品し,３品が10
位内に入賞することができた.ここでの投票形式はfacebook
の機能による「いいね！」の回数と話題数であり閲覧数の推
移の分析を実験的にみることにした.②2013年3月10日,劇団
主宰のワークショップにプロの世界で活躍する俳優がゲスト
として来た.劇団としても初の試みであり,大きく閲覧数がの
びたため考察にいれた.③調査対象とした劇団が2013年4月
14日に博多市民センターにて公演を行った.この時期は
facebookページを閲覧し会場に来た観客にチケット割引を
行うといった試みを行い,閲覧数にどう影響がでるか,そして
予測ができるかの考察を最終的に行った.[11-14] 

表２  分析を行った劇団の活動 

分析した活動 開始日 主な活動日 終了日 

ショートムービー
コンテスト 2012.10.6 2012.10.17 

（最終結果発表日） 2012.10.23 

ワークショップ 2013.3.9 2013.3.10 
（ワークショップ開催日） 2013.3.31 

劇団の公演 2013.4.1 2013.4.14 
（博多市民センター開催日） 2013.4.15 

 
2012 年 10 月山口県長門市主催,金子みすゞのショートムー
ビーコンテストの結果[12.13] 
 

 

図１ 2012 年 10 月山口県長門市主催,金子みすゞのショー
トムービーコンテスト グラフ 
 

alpha                2.00E-02 

 Cadv                    3.642329975 

 before                  7.70E-11 

 a            0.607320165 

 NpDnn    6.48E-05 

 NpDny                1.37E-02 

 Np2Pnn      4.70E-08 

 Np2Pny             4.88E-04 

 Np2Pyy            4.66E-04 
表３ 2012 年 10 月 山口県長門市主催,金子みすゞのショ
ートムービーコンテスト パラメーター 
 
2013 年 3 月 一般公募を集めた劇団のワークショップの結
果[14] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 2013 年 3 月 一般公募を集めた劇団のワークショッ
プ グラフ 
 

alpha            1.98E-02 

 Cadv             12.97000268 

 before              7.52E-11 

 a                    15.4178915 

 NpDnn     3.83E-05 

 NpDny                1.39E-02 

 Np2Pnn     4.55E-08 

 Np2Pny              4.86E-04 

 Np2Pyy               4.84E-04 
表 4 2013年 3月 一般公募を集めた劇団のワークショップ 
パラメーター 
 
 
 



2013年 4月 劇団の公演の結果[11] 

 

 
図 3 2013年 4月 劇団の公演 グラフ 

alpha         1.91E-02 
 Cadv        9.225534075 
 before              7.67E-11 
 a                       10.79102423 
 NpDnn        4.65E-01 
 NpDny                1.36E-02 
 Np2Pnn   3.48E-04 
 Np2Pny         4.91E-04 
 Np2Pyy               5.13E-04 
表 5 2013年 4月 劇団の公演 パラメーター 
 
5.考察 
今回の研究で以下の 5 点がわかった.下記に示す結果データ
(表 6,表 7)が今回対象とした 3 つの活動の各期間におけるパ
ラメータの比較である. 
 

 

図 4パラメーターの比較グラフ(alpha,Cadv,before,a) 
 

 

図 5パラメーターの直接アクセス・間接アクセスの割合比較
グラフ(NpDnn, NpDny, Np2Pnn, Np2Pny, Np2Pyy) 
 
 今回の研究で以下の5点がわかった. 
①	
 図１～３から見るとおり,ヒット現象の数理モデルを活

用し実際の facebook ページインプレッション数を用い
ても過去の研究結果と同等の精度が高い予測をするこ
とができた.[2][5] 
 

②	
 本論の手法では,コンテンツを閲覧する興味意欲を決定
する要因変数としてfacebookページの記事の更新,いい
ね！の回数,シェアの回数を利用した.この要因変数を扱
うことによって閲覧回数は増え,予測も可能である.しか
し話題１つ自体のインプレッション数が大きければ予
測値以上のアクセス数が発生する. 

 
③	
 図4より日々の興味関心意欲の値はワークショップ時が

最も高く,広告効果の割合もワークショプ時が圧倒的で
あった.インプレッション数としてももっともこのワー
クショップ時が高く,出来事が起きたあとの話題性とし
てもワークショップが広告効果を保っていた.このワー
クショップ時に講師として呼んだプロの役者に対する
注目がこの結果を導いたのではないだろうかと考えら
れた. 
 

④	
 図5より直接アクセス・間接アクセスの割合の比較をす
ると,ほぼ NpDny,Np2Pny,Np2Pyy は変わりがない
が,NpDnn と NpPnn の割合が劇団の公演時がもっとも
高い値を示していた.同様に劇団の公演やチケットの割
引キャンペーンによって facebook ページのインプレッ
ション数は増えており,今まで記事を見ていない人によ
る直接アクセス・間接アクセスを増やしたためだと考え
られる.イベント自体の性質としても,劇団の公演以外の
２者は劇団の活動自身が中心であるものはないため劇
団にとって活動を新たな観客層に知ってもらうきっか
けとしては舞台公演が重要ではないかと考えられたが,
実際の客層の分析やチケットの売り上げ高などとの比
較をしながらより深い分析による考察が必要である. 

 
⑤	
 ヒット現象の数理モデルを応用することによって,人の

興味意欲をアクセス数として考え,予測することができ



たが③④の考察よりインプレッション数を増やすには
意図的に記事を増やすこと,また閲覧者によるいいね！,
シェアを増やすことも重要であるが,記事の元になる話
題・出来事自体の興味を引き寄せる要素の創出も安価な
広告を行う上で重要であると考えられた. 

 
6.今後の課題 
 
 今回ヒット現象の数理モデルを適用できるとして利用した
劇団は TV での露出や新聞による広告など大々的な告知を行
っていないアマチュアの団体であるため,今回の手法は他の
メディアの告知による影響を受けずに結果を出す事ができた.
しかし,実際にfacebookを利用した安価な広告が成功したか
どうかをチケットの売り上げ高の推移を見ることによる分析,
また劇団を今まで知らなかった観客への興味を引き寄せる要
素として facebook が効果があったか舞台公演後に回収した
アンケートや facebook のアクセスログを利用してより細か
く考察する必要があり,それに伴い数理モデルの拡張が必要
となるだろう.また,今後はより見てもらう・知ってもらうこ
とから興味意欲を社会で大々的に沸き立てるための TV や雑
誌・新聞広告による広告活動が行われているプロのアーティ
ストへ,このモデルの適用と分析が必要となると考える. 
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